
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２６日、６年生を送る会が行われました。スローガンは、「感謝の気持

ちをとどけよう ～はばたけ６年生～」。６年生がアーチをくぐり、一人一人

の紹介のアナウンスで迎えられて入場しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生は、自分達がこの６年間でできるようになったことを

発表しました。コロナに負けないでいろいろなことをやり遂げてきた６年生らしいは発表でした。そし

て、６年生の発表はすべて子ども達だけで考えたというのですから、「さすが！」と思います。 

このあと、会は、プレゼント、児童会や縦割り班の引継ぎへと続いたのでした。  

 

手洗い・うがいやマスクの効

果でしょうか。今年度はインフ

ルエンザや風邪が流行しませ

ん。一方、胃腸炎などが少し見

られます。３月に入りました。

最後まで、健康に気をつけて過

ごしたいです。 
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会の成功のためには、１年

生は５年生と一緒にアーチを

つくって６年生を迎え、２年生

は招待状をつくってくれまし

た。３年生はしおりのプレゼン

ト、４年生は会場の飾りつけを

しました。５年生は全体を計画

し会の運営も進め、縦割り班ご

とのプレゼントも中心になっ

てやってくれました。 

発表では、各学年が６年生を引っ

張り出しました。６年生は照れなが

らも付き合ってくれます。そんな小

さい子にあわせてくれる“大人っぽ

さ”と言ってもよいような「お兄ち

ゃんお姉ちゃんぶり」がうれいしい

です。また、かわいいダンスもあれ

ばテレビに出てくる流行りの音楽も出て

きましたが、「ふざけ過ぎたり派手になり過ぎたりしないところ」

（ “あんまり”にならないところ）が心地よい楽しさになって

います。楽しみ方が上手になったのだと思います。“上手”と言

えば、「盛り上がったかと思うと次の発表をしっかり聞く」とい

う聞き方もよいと思いました。終わりに子ども達に話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表を見守る６年生 
にこやかな表情はマスクをしていても
わかります 

１年生から５年生のみなさん。６年生のためにやったこの会ですが、自分たちのためにもなってい 

るのです。みなさんの発表や分担された仕事の働きぶりに、これまでの１年間の成長がはっきりと表れ

ていました。全校の前で、「６年生のあとを引き継いでやっていける」ということを見せたのです。 

また、気がついているでしょうか。この会が行われている間、「静かにしてください」という注意が一

度も流れませんでした。みなさんに、「上手に楽しむ力」が高まってきたのです。自分だけ楽しむのでは

なく、まわりにも気を遣って一緒に楽しもうというみなさんの気持ち集めたら、体育館いっぱいに、こ

んなに楽しさが広がりました。児童会の最後の行事にふさわしい会でした。このような会をつくること

ができるようになったことが、児童会全体の成長です。 

そして、６年生。６年生のみなさんは、こんなすばらしい会に送られて卒業します。自分達がして 

きたことが、こんなに感謝されていることに気がつきます。感謝されるためにやってきたのではなかっ

たでしょう。ただ、「全校のため」、「一番上の学年だから」とやってきたことでしょう。やっているとき

は、「それがあたり前のこと」だと思っていたことと思います。もしかすると「みんなのためになること

をするってなんだかうれしい」と思ったかもしれません。みなさんには、そういう気持ちをずっと持ち

続けてほしいです。 

さらに、覚えていてほしいことがあります。それは、そうやってみんなのためにがんばったことが、 

「実は自分の力を高めてきたということ」、「がんばった１つ１つだから、みなさんの中に宝物のような

思い出になって重っているということ」、そして、「がんばっているときは、教室が、うれしい気持ちや

やる気で満ちていたこと」を覚えていてほしいのです。 

６年生のみなさんには、卒業というゴールは見えてきましたが、ここで足踏みすることなく進み続け 

てほしい。コロナで苦しかった今年度、それでも、みなさんは、『何かできることはないか。』、『まだ、

できることはないか』と言って、結局、運動会も学習発表会も、全部の行事をやり遂げてしまいました。

ですから、ここからもさらに、前進を続けてほしい。それが、みなさんがこれまで歩んできたことの総

まとめになり、その先の生活にもつながっていくのです。 

もうすぐ、種市小学校が引き継がれます。卒業する６年生は最後まで、残るみなさんはさらに、前進

を続けます。互いが前進するなかでこの種市小学校を引き継ぎましょう。ますます、よい学校になって

いきます。今日はとても良い会でした。 

 

プレゼントを見入る６年生 

児童会の引継ぎ 正面にはスローガンとみんなの心
を集めたかのような花のハート。 
後ろの壁には似顔絵。 


